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図 3.6.2 浅海域（T1、T14）と沖合域（P1、P6）の DO 飽和度の推移 
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図 3.6.3 有明海湾奥部における貧酸素水塊発生の模式図 
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（２）八代海 
八代海では貧酸素水塊は確認されていない。熊本県が実施している八代海定線調査に

おいて、湾奥部の溶存酸素濃度は２月に増加傾向、８月に減少傾向がみられる（別添資

料 20）。これらの要因として、冬季の珪藻赤潮の発生、夏季の水温上昇や有機物負荷量

の増加傾向が指摘されている。 
また、水質断面調査の結果、2003 年９月に湾奥部（St.3）の底層を中心に、溶存酸素

量が 4.0mg/L を下回る値が確認されている（図 3.6.4） 

 
図 3.6.4 水質断面調査定点（左図）、2003 年９月 16 日のＤＯ（mg/L）分布（右図） 

 
 
７．藻場・干潟等 
（１）有明海の藻場・干潟 

環境省自然環境保全基礎調査（表 3.7.1）によると、1978 年度調査から 1989～1991 年度
調査の間に、有明海の干潟は 22,070haから 20,713ha（6.1％減）、藻場は 2,066haから 1,640ha
（20.6％減）に、各々減少している（諌早干拓により消失した干潟（1,550ha）を第５回調査
時の干潟面積から減じると、18,841haとなり、14.6％減となる）。 

 
（２）八代海の藻場・干潟 

同じく自然環境保全基礎調査（表 3.7.1）によると、八代海の干潟は 4,604haから 4,405ha
（4.3％減）、藻場は 1,358haから 1,339ha（1.4％減）に、各々減少している。 
上記調査のほか、八代海においては、水産庁・関係県が詳細な調査（環境省調査では対象

外となる小規模な藻場・干潟を含む）を 1977～1978 年度、2003 年～2005 年度に実施した
（図 3.7.1）。本調査によると、八代海の干潟は 5,430haから 4,689ha（14％減）、アマモ場（藻
場）は 295haから 191ha（35％減）に大きく減少していた。干潟の主な減少海域は、球磨川
河口域を含む東岸北部であり、全体の減少分の約６割を占めた。アマモ場は天草松島海域で

減少面積が大きく、また、東岸北部では濃生していたアマモ（ナガモ）が消失し、代わって

コアマモが斑状に広く疎生していた（藻場面積は増加）。 
「球磨川河口域にはアマモ（ナガモ）、アカモク、オゴノリが広い範囲で密生していたとさ

れているが（聞き取り調査）、現在、同海域にはコアマモが疎生しているのみである。アマモ

は 1970 年頃から減り始め、1975 年頃に急速に減少したと指摘されていることから、1977
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年の調査時点ではすでに藻場が大きく減少していたと推測される。」 
 

表 3.7.1 自然環境保全基礎調査（海域）結果の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.7.1 調査区分（左図）、干潟面積（右上表）、アマモ面積（右下表） 


